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和文伊訳課題 

 イタリアの高級靴ブランドは、日本でもよく知られている。しかし、それらとは別に「世界で一足」の靴を求める

愛好家を相手にしたビスポークの靴職人が存在する。シエナで３３年にわたりハンドメイド靴工房「サルトリア・デ

ル・クオイオ(Sartoria del Cuoio)」を営むアレッサンドロ・ステラ（Alessandro Stella）さん（５７才）も、その

ひとりだ。顧客リストには、政治家の名も並ぶ。世界の誰もが知るようなファッションブランドのエグゼクティブも

オーダーする。ある貴族は、自分のボディーガードの分も含めて２足を注文していく。 

 その日は、スイス人の医師がやってきた。ヴァカンス中に、偶然お店の前を通りかかったという。約２時間をかけ

て、採寸、デザイン、そしてマテリアルの選択が行われる。完成はおよそ２カ月後だ。医師は再びアレッサンドロさ

んの工房を訪れることを決めた。 

 「いつの間にか顧客と親友のようになっているのが、この仕事の最上の喜び」。そう語るアレッサンドロさんの顔

は輝いていた。 

 

 

出典：朝日デジタルより 

 

 

最優秀賞  廣瀬  武夫様 

 

 

 

 



講評 

E' stata l'unica persona a partecipare al concorso di traduzione. Non è stata, comunque, premiata 

per questo, ma, per il risultato ottenuto. 

Ha fatto un'ottima traduzione con solo alcune imperfezioni lessicali e rarissimi errori di grammatica. 

Ottima l'interpretazione, e l'esposizione in generale è molto fedele al testo in italiano. 

Le facciamo i nostri più sinceri complimenti e con la speranza che continui a sviluppare questa sua 

notevole capacità. 

 


